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し
も 

佐
渡
市
の
類
似
団
体
Ⅱ
─

0
と
同
じ
指
定
を
受
け
、よ
り
佐

渡
市
の
状
況
に
近
い
自
治
体
と
比

べ
る
と
適
正
職
員
数
は
約
２
倍
で

あ
る
。市
本
来
の
交
付
税
額
に
な

る
平
成
31
年
の
人
口
に
対
す
る
適

正
職
員
数
は
4
2
0
人
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率
の
人
件
費
は
25
％

以
下
が
良
い
と
さ
れ
る
が
佐
渡
市

は
32
・
8
％
で
あ
る
。 

ま
だ
ら
定
年

制
を
提
案
す
る
が
こ
れ
は
あ
る
年

齢
か
ら
段
階
的
に
休
日
を
増
や
し
、

65
歳
ま
で
定
年
を
延
長
す
る
こ
と

に
よ
り
給
料
の
総
額
を
減
ら
す
こ

と
な
く
、職
員
の
新
た
な
能
力
の

開
発
、家
族
の
高
齢
者
介
護
、あ

る
い
は
社
会
貢
献
や
別
の
生
き
が

い
の
発
見
、市
と
し
て
は
新
人
職

員
の
確
保
が
で
き
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

現
実
的
に
は
ど
う
か

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

し
も 

事
業
や
補
助
金
の一
律
カ
ッ

ト
と
い
う
手
法
は
住
民
の
反
発
を

招
く
ば
か
り
で
行
政
と
住
民
の
問

題
の
共
有
が
で
き
な
い
。市
の
事
業

の
洗
い
直
し
を
公
開
の
中
で
外
部

者
、市
民
が
討
論
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、行
政
の
思
い
が
市
民
に
理
解
を

得
ら
れ
や
す
い
と
い
う「
事
業
仕
分

け
」を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
。

第
三
者
の
評
価
は
取

り
入
れ
て
は
い
な
い
が
内
部
で
は
議

論
さ
れ
て
い
る
。二
次
評
価
で
は
委

員
会
を
設
置
し
、取
り
組
ん
で
い
る
。

し
も 

佐
渡
の
販
売
農
家
一
戸
あ
た

り
の
農
業
算
出
額
は
2
1
5
万
円
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
戦
略
を
持
つ

豊
岡
市
は
佐
渡
の
3.8
倍
、有
機
農

業
推
進
条
例
を
全
国
で
初
め
て
設

置
し
た
綾
町
は
4.8
倍
で
あ
る
。農
業

予
算
は
農
家
一
戸
あ
た
り
豊
岡
市

は
佐
渡
の
2.4
倍
、綾
町
は
３
倍
で
あ

る
。財
政
の
縮
小
は
財
政
破
綻
を

数
年
先
送
り
す
る
だ
け
で
あ
る
。佐

渡
の
生
き
残
り
は
産
業
の
創
出
で

あ
り
、「
攻
め
の
農
業
」で
あ
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

た
か 

農
業
予
算
は
分
析
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
農
業
に
限
ら
ず

自
分
た
ち
が
意
識
を
持
っ
て
提
案
が

あ
っ
て
予
算
が
付
い
て
い
く
。行
政
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
誘
導
策
が
あ
る

か
農
家
と一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
い
。

し
も 

厚
生
連
佐
渡
総
合
病
院

が
改
築
を
計
画
し
、
佐
渡
市
に

用
地
提
供
と
建
築
費
へ
の
30
億

円
の
支
援
を
要
請
し
て
き
て
い

る
が
、
二
次
医
療
圏
の
医
療
問

題
と
し
て
県
に
支
援
責
任
を
果

た
す
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

た
か 

県
に
も
佐
渡
医
療
圏
へ

の
支
援
と
し
て
要
請
し
た
い
。

議
会
に
も
協
力
を
願
い
た
い
。

市
民
病
院
は
今
後
と
も	

　
　

市
の
責
任
で
存
続
を

し
も 

地
域
住
民
の
医
療
と
保

健
を
担
っ
て
き
た
相
川
・
両
津

の
両
病
院
は
今
後
と
も
市
の
責

任
で
存
続
す
る
こ
と
を
地
域
住

民
は
強
く
望
ん
で
い
る
。
市
立

病
院
に
対
す
る
今
後
の
考
え
を

問
う
。

た
か 

総
務
省
か
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
い
、
今
後
３
年
間

の
経
営
状
況
を
み
て
そ
の
後
経

営
形
態
の
見
直
し
を
含
め
、
市

立
病
院
の
あ
り
方
を
検
討
し
た

い
。

し
も 

相
川
病
院
の
患
者
輸
送

車
は
住
民
の
医
療
対
策
と
し
て

ま
た
、
病
院
の
経
営
面
か
ら
も

存
続
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

た
か 

利
用
者
に
配
慮
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

霊
柩
車
は
今
後
も	

　
　
　
　

無
料
配
車
で

し
も 

火
葬
施
設
で
の
霊
柩
車

は
今
後
と
も
無
料
で
配
車
す
る

こ
と
を
住
民
は
望
ん
で
い
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

霊
柩
車
の
無
料

配
車
は
佐
渡
市
の
ほ
か
は
１
市

し
か
な
い
。
来
年
度
か
ら
民
間

委
託
と
し
、
利
用
者
負
担
を
願

う
こ
と
に
し
た
い
。

議
会
機
能
は
佐
和
田
支
所

庁
舎
で
不
都
合
な
し

し
も 

佐
和
田
支
所
に
あ
る
市

議
会
機
能
を
金
井
庁
舎
に
移
設

す
る
動
き
が
あ
る
と
聞
く
が
、

現
状
で
な
ん
ら
不
都
合
は
な
い
。

金
井
移
設
は
無
用
の
費
用
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
問
題
で
あ
る

と
思
う
が
。

た
か 

本
庁
舎
周
辺
の
整
備
が

完
了
す
る
ま
で
現
在
の
佐
和
田

支
所
庁
舎
で
願
い
た
い
。

埋
設
処
分
農
薬
の	

　
　
　

処
理
を
急
げ

し
も 

環
境
の
島
を
宣
言
す
る

佐
渡
で
は
閉
鎖
施
設
の
埋
設
焼

却
灰
の
管
理
処
理
な
ど
見
え
な

い
ご
み
処
理
に
力
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
新
聞
報
道
さ

れ
た
埋
設
処
分
さ
れ
た
農
薬
の

撤
去
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

佐
渡
で
は
旧
市

町
村
で
10
か
所
に
17
ト
ン
埋
設

処
分
さ
れ
た
。

た
か 

県
に
財
政
支
援
を
求
め

な
が
ら
処
理
計
画
を
立
て
た
い
。

福
祉
保
健
部
長

観
光
産
業
部
長

親
松
副
市
長

総
務
部
長

県
は
二
次
医
療
圏
問
題

　
　

と
し
て
の
責
任
を

職
員
の
削
減
と

　
　

そ
の
方
策
は

川
上
　
龍
一
　
議
員

小
杉
　
邦
男
　
議
員

類似団体の職員数　　種地　Ⅱ−0　指定団体過疎、特定農山村（山振）
一
般
行
政
十
教
育
職
員

数　

H
20
．4
．１

人
口
千
人
当
た
り

職
員
数

適
正
職
員
数

将来人口に対する
適正規模職員数

平成25年 平成31年

人口：62,779 人口：
51,213

計画職員数 適正職員数 適正職員数
新潟　　佐渡市 1,079 16.3 573 901 545 420
新潟　十日町市 640 10.3 535
新 潟 　 五 泉 市 491 8.5 469
干 葉 　 　 旭 市 600 8.6 603
福島　二本松市 552 8.8 544
福島　　白河市 533 8.1 568
福島　　伊達市 556 14.9 323
京都　京丹後市 682 10.8 546
香川　観音寺市 518 7.9 564

農業産出額の比較

市町村名 年度 農業総産出額
（百万円）

販売農家
戸数

戸当たり産出額（千円）
対佐渡

佐 渡 市
H15 15,680 7,271 2,156

─H18 13,370 6,360 2,102
増減 −2,310 −911 −54

豊 岡 市
H15 3,290 1,434 2,294

3.8倍H18 9,200 1,147 8,021
増減 5,910 −287 5,727

綾 町
H15 4,210 460 9,152

48倍H18 4,150 413 10,048
増減 ー60 −47 896
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し
も 

佐
渡
市
は
自
民
党
の
地

方
切
捨
て
政
策
に
よ
り
、
か
つ

て
な
く
疲
弊
し
財
政
は
危
機
的

状
況
に
あ
る
。
本
市
の
財
政
は

全
国
最
低
水
準
に
あ
り
合
併
時

か
ら
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
が
、

行
政
改
革
が
進
捗
し
て
い
な
い

結
果
で
は
な
い
か
。
ま
た
市
債

権
に
係
る
滞
納
金
額
は
毎
年
約

１
億
円
ず
つ
増
加
し
、
現
在

10
億
円
を
超
し
て
財
政
圧
迫
の

要
因
と
な
っ
て
い
て
執
行
部
の

怠
慢
で
は
な
い
か
。

た
か 

今
後
は
地
方
地
域
が

疲
弊
し
て
い
る
こ
と
を
国
、県

に
も
の
申
し
て
い
く
。
財
政
の

危
機
的
状
態
の
中
で
行
政
改

革
は
聖
域
が
許
さ
れ
な
い
状
況

で
あ
り
、ギ
リ

ギ
リ
ま
で
や
る
。

ま
た
す
べ
て
の

課
題
に
で
き

る
だ
け
民
間

活
力
に
期
待

し
民
間
中
心

に
前
へ
進
め
て

い
く
。債
権
滞

納
対
策
は
遅

ま
き
な
が
ら

１
月
か
ら
各

課
横
断
で
取

り
組
む
。

し
も 

燃
油
価
格
高
騰
の
直
撃

を
受
け
て
い
る
漁
業
、
農
林
業
、

中
小
企
業
、
生
活
者
な
ど
の
負

担
軽
減
す
る
た
め
燃
油
価
格
を

補
て
ん
す
る
直
接
支
援
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

た
か 

直
接
請
求
は
や
っ
て
い

な
い
が
中
小
企
業
者
向
け
に
融

資
制
度
の
し
く
み
が
あ
り
、
信

用
保
証
の
利
子
補
給
率
の
引
き

上
げ
措
置
を
再
延
長
し
負
担
軽

減
を
行
っ
て
い
る
。

燃
油
が
４
割
を
占
め
る	

　
　
　
　
　

漁
業
の
悲
鳴

し
も 
佐
渡
の
漁
業
・
農
業
を

守
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。

「
ガ
ソ
リ
ン
代
を
な
ん
と
か
し

て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
声
を
地

域
へ
行
っ
て
聞
い
て
い
る
の
か
。

　

漁
業
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
が
、
商
工
会
を
通

じ
て
情
報
収
集
し
て
い
る
。
直

接
、
現
場
へ
行
っ
て
は
聞
い
て

い
な
い
。

地
域
交
通
の
検
討

は
利
用
者
の
声
を

聞
い
て

し
も 

路
線
バ
ス
な

ど
活
用
方
法
検
討
の

中
で
両
津
福
祉
バ
ス

や
相
川
病
院
バ
ス
が

ど
う
な
る
か
は
、
車

を
持
た
な
い
高
齢
者

に
と
っ
て
大
き
な
関

心
事
で
病
院
な
ど
へ

通
う
命
の
綱
。
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
と
市
民
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

た
か 

今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、
よ
り
広
く
市

民
の
意
見
を
期
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
り
、
そ
う
い
う
場
が
協

議
会
の
中
に
出
て
く
る
。
地
域

利
用
者
に
よ
っ
て
対
応
が
違
う

こ
と
を
含
め
て
協
議
会
で
議
論

し
て
い
た
だ
く
。

両
津
福
祉
バ
ス	

　
　
　

相
川
病
院
バ
ス
は

し
も 

相
川
病
院
バ
ス
は
利
用

者
か
ら
の
声
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
。
両
津
福
祉
バ
ス
の
利

用
者
か
ら
の
声
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
か
。

と
っ
て
い
な
い
。

今
後
ど
う
い
う
形
で
と
る
か
検

討
し
た
い
。

公
共
施
設
見
直
し
に
つ
い
て

し
も 

公
共
施
設
見
直
し
は
地

域
と
十
分
話
し
合
っ
た
上
で
理

解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

た
か 

説
明
は
当
然
で
あ
り
、

今
後
も
注
意
し
て
い
く
。

企
画
財
政
部
長

産
業
観
光
部
長

水揚げの4割が燃油代

市
財
政
逼ひ
っ
迫ぱ
く
は

自
民
党
の
政
策
に
起
因

燃
油
は

　

直
接
補
て
ん
で

近
藤
　
和
義
　
議
員

中
村
　
良
夫
　
議
員

類似団体との財政比較（平成18年度普通会計決算）
佐渡市 類似団体平均値 類似団体順位

財 政 力 指 数 0.29 0.69 47/48
人 口 １ 人 当 た り 地 方 債 残 高 851,958円 422,456円 47/48
人口１人当たり人件費・物件費等 230,070円 120,766円 48/48
人 口 1 , 0 0 0 人 当 た り 職 員 数 19.02人 8.40人 48/48

市民1人当りの地方債残高
（普通会計）（単位：円）
 平成18年度 

順位 団 体 名 金額 
1 佐 渡 市 851,958 
2 魚 沼 市 817,891 
3 糸 魚 川 市 728,795 
4 十 日 町 市 662,621 
5 南 魚 沼 市 638,442 

※県内20市平均49万円、
　全国市町村平均46万円
※ 特別会計などを含めると148万

円の借金
※ 佐渡市の財政力指数0.293は県

内20市で最下位、全国最低水準

会計ごとの地方債残高（見込）（国営かん排は負担金）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：百万円）

 一般会計 水道事業会計 簡易水道特会 下水道特会 病院事業会計 国営かん排 合計 
平成17年度 61,857 7,082 5,808 22,709 2,192 0 99,648 
平成18年度 60,469 7,366 6,054 23,592 1,980 0 99,461 
平成19年度 59,079 8,128 6,078 24,369 1,753 0 99,407 
平成25年度 49,025 14,823 4,121 26,653 656 2,870 98,148
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

は
条
例
2
件
、
平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
2
件
で
あ
り
審
査

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

① 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
議
会
活
動
の
範
囲
の
明
確
化

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
と
議
員
の
報

酬
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

② 

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益

社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社

団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認

定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
が
、
平
成
20
年
12
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
、
関

連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

③ 

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
6
億

5
9
5
9
万
2
0
0
0
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
4
4
6
億

5
9
1
7
万
9
0
0
0
円
と
す
る

も
の
。
主
な
内
容
は
、
財
政
調
整

積
立
金
1
億
6
0
2
8
万
円
、
団

体
営
基
盤
整
備
費
5
4
5
0
万

円
、
漁
港
施
設
災
害
復
旧
費
1
億

3
9
1
6
万
円
、
土
木
施
設
災
害

復
旧
費
2
1
7
1
万
2
0
0
0
円
、

一
般
職
員
人
件
費
減
1
2
1
3
万

9
0
0
0
円
で
あ
り
ま
す
。

④ 

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
1
億

9
3
5
3
万
7
0
0
0
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
4
4
8
億

5
2
7
1
万
6
0
0
0
円
と
す
る

も
の
。
主
な
内
容
は
、
8
月
19
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
災

害
復
旧
費
の
追
加
。

　

農
地
農
業
用
施
設
復
旧
費

6
2
8
6
万
7
0
0
0
円
、
林

業
施
設
復
旧
費
2
7
4
0
万

6
0
0
0
円
、
土
木
施
設
復
旧
費

1
億
3
2
6
万
4
0
0
0
円
。

所
管
事
務
調
査

�

学
校
耐
震
化
整
備
の
現
地
調
査
実
施

　

7
月
29
日
に
、
優
先
度
の
高
い

学
校
の
中
か
ら
相
川
小
学
校
、
沢

根
小
学
校
、
金
井
小
学
校
、
南
中

学
校
、
加
茂
小
学
校
、
両
津
小
学

校
、
畑
野
小
学
校
、
真
野
小
学
校
、

羽
茂
中
学
校
及
び
小
木
小
学
校
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の

説
明
を
求
め
現
地
調
査
し
た
。

　

平
成
20
年
5
月
30
日
現
在
の
対

象
校
は
46
校
の
う
ち
、
昭
和
56
年

以
前
に
建
築
さ
れ
た
校
舎
・
体
育

館
60
棟
に
つ
い
て
、
※
耐
震
化
優

先
度
調
査
（
簡
易
調
査
）
の
実
施

は
56
棟
、
耐
震
診
断
実
施
率
は

93
・
３
％
、
昭
和
57
年
以
降
の
57

棟
と
同
56
年
以
前
建
築
で
耐
震
性

が
あ
る
も
の
等
3
棟
を
加
え
た
棟

数
を
全
棟
数
1
1
7
に
対
す
る
耐

震
診
断
率
は
51
・
３
％
で
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
精
度
の
高
い
耐
震
診

断
を
早
急
に
実
施
し
、
緊
急
度
の

高
い
学
校
か
ら
改
築
又
は
補
強
工

事
が
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
耐
震
化
優
先
度
調
査

　

ど
の
学
校
か
ら
耐
震
診
断
等
を
実

施
す
べ
き
か
、
そ
の
優
先
度
等
を
経

年
、
階
数
、
構
造
形
式
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
強
度
等
に
よ
り
簡
易
に
判
定
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

行
政
視
察
報
告　

第
１
班

平
成
20
年
７
月
15
日
㈫
～
17
日
㈭

⑴
静
岡
県
浜
松
市　

★
第
２
班
と
合
同
で
視
察

⑵
広
島
県
安
芸
高
田
市

★ 

市
民
と
の
協
働
で
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
３
月
１
日
に
旧
高
田

郡
６
町
村
が
合
併
し
安
芸
高
田
市

が
発
足
し
た
。
合
併
に
伴
う
住
民

の
不
安
、
特
に
周
辺
部
の
不
安
を

少
し
で
も
な
く
す
た
め
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

地
域
審
議
会
は
設
置
せ
ず
に
市

内
全
域
に
小
学
校
区
単
位
に
32
の

地
域
振
興
組
織
と
旧
町
村
単
位
に

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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６
の
連
合
組
織
を
合
併
前
に
設
立

し
た
。
合
併
に
伴
い
市
職
員
の
減

少
ま
た
議
会
議
員
も
20
人
と
な
り
、

住
民
の
意
向
が
施
策
に
反
映
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
図
っ
た
。

　

組
織
の
概
要
は
、
区
域
は
小
学

校
区
及
び
旧
村
、
住
民
が
区
割
り
、

規
模
は
50
世
帯
か
ら
2
2
0
0
世

帯
で
あ
る
。

　

設
置
か
ら
30
年
を
超
え
る
組

織
か
ら
4
年
程
度
ま

で
様
々
あ
る
。
形
態

は
す
べ
て
地
縁
型
組

織
、
集
落
を
基
本
と

し
て
組
織
化
さ
れ
て

お
り
、
法
人
格
は
な

い
。
地
域
内
の
様
々

な
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
の

代
表
に
よ
り
構
成
し
、

全
員
が
構
成
員
で
あ

り
、
企
業
も
会
員
に

な
っ
て
い
る
。
財
源

は
、
年
会
費
、
寄
附

金
、
市
助
成
金
で
あ

る
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
し
て
積

極
的
な
行
政
情
報
の

開
示
、
市
民
と
行
政

が
同
じ
目
線
で
行
う
、

市
職
員
の
組
織
内
に

お
い
て
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
「
知
恵
を
出
し
」
「
汗
を
か

き
」
「
身
銭
を
き
る
」
自
治
意
識

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

　

川
根
振
興
協
議
会
の
活
動
は
、

旧
中
学
校
を
改
築
し
て
の
宿
泊
施

設
も
運
営
、
Ｊ
Ａ
撤
退
後
の
店
舗

と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
特
産
品

ゆ
ず
ジ
ュ
ー
ス
工
場
の
経
営
も
手

が
け
て
い
る
。

　

住
宅
整
備
に
よ
り
新
た
な
地
域

の
担
い
手
の
確
保
を
進
め
、
今
年

は
７
人
の
新
し
い
命
が
誕
生
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を

共
同
で
管
理
す
る
組
織
活
動
が
出

来
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

行
政
視
察
報
告　

第
２
班

平
成
20
年
７
月
16
日
㈬
～
18
日
㈮

⑴
静
岡
県
浜
松
市

★
債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

　

市
税
滞
納
額
の
削
減
の
た
め
に

目
標
値
を
設
定
し
、
目
標
達
成
に

向
け
た
「
市
税
滞
納
削
減
ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
を
公
表
す
る
。

組
織
横
断
的
か
つ
専
門
的
な
組
織

と
し
て
30
人
体
制
の
課
を
新
設
す

る
。
滞
納
削
減
へ
の
取
組
み
と
し

て
、
市
税
だ
け
で
な
く
国
民
健
康

保
険
料
、
保
育
料
、
水
道
料
な
ど

の
債
権
に
つ
い
て
も
、
移
管
を
受

け
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　

取
組
み
方
法
は
、
市
長
自
ら
滞

納
者
宅
を
訪
問
し
納
付
を
促
し
た

り
、
県
内
民
放
４
社
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
税
の
大
切
さ
を
訴

え
た
り
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
内
事
業
者
に
特
別

徴
収
の
実
施
呼
び
か
け
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。
商
工
会
議

所
な
ど
が
参
加
し
、
市
民
主
体
に

よ
る
「
浜
松
納
税
意
識
啓
発
市
民

会
議
」
が
平
成
19
年
11
月
に
発
足

し
た
。
「
滞
納
は
元
か
ら
絶
つ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
滞
納
は
許
さ

な
い
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

⑵
岐
阜
県
多
治
見
市

★ 

健
全
な
財
政
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

平
成
８
年
10
月
に
財
政
緊
急
事

態
を
宣
言
（
平
成
８
年
度
決
算
経

常
収
支
比
率
89
・
8
％
で
、
県
下

14
市
で
最
悪
）
し
、
財
政
の
健
全

性
回
復
の
た
め
の
取
組
み
を
進
め

る
。
経
常
収
支
比
率
70
％
台
を
目

標
と
す
る
。
結
果
と
し
て
、
平
成

８
年
度
決
算
時
の
89
・
8
％
が
平

成
12
年
度
決
算
時
に
は
78
・
3
％

ま
で
減
少
し
、
目
標
を
達
成
す

る
。
多
治
見
市
健
全
な
財
政
に
関

す
る
条
例
の
制
定
で
は
、
総
合
計

画
に
お
け
る
事
業
規
模
の
発
散
を

防
ぎ
、
総
合
計
画
の
実
行
可
能
性

を
担
保
す
る
こ
と
に
課
題
意
識
が

あ
る
。
財
政
判
断
指
標
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
決
算
だ
け
で
は
不
十
分
と

な
る
。
こ
の
た
め
、
同
条
例
で
は
、

財
政
判
断
指
標
を
主
に
計
画
ベ
ー

ス
で
算
定
す
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
は
条
例
１
件
、平
成
20
年
度
補

正
予
算
６
件
、そ
の
他
１
件
で
あ

り
審
査
の
結
果
、一
部
意
見
を
付
け
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

① 

佐
渡
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　

本
案
は
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
何
人
で
も
住
民

票
の
写
し
等
の
交
付
を
請
求
で
き

る
と
し
て
い
た
従
来
の
制
度
変
更

に
伴
い
、
住
民
票
の
写
し
等
の
請

求
時
に
お
け
る
本
人
確
認
手
続
き

を
整
備
す
る
等
の
た
め
、
佐
渡
市

手
数
料
条
例
別
表
の
一
部
を
改
め

る
も
の
で
す
。

②
財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て

（
旧
ゆ
と
り
ぴ
あ
真
野
）

　

本
案
は
旧
ゆ
と
り
ぴ
あ
真
野
の

市
民
厚
生 

常
任 

委
員
会
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土
地
と
建
物
を
社
団
法
人
新
潟
県

労
働
衛
生
医
学
協
会
に
対
し
、
減

額
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

譲
渡
物
件
に
つ
い
て
は
引
渡
し
の

日
か
ら
５
年
間
は
佐
渡
検
診
セ
ン

タ
ー
の
施
設
と
し
て
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
並
び

に
10
年
間
は
譲
渡
し
、
ま
た
は
交

換
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。

③ 

佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

④ 

佐
渡
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

⑤ 

佐
渡
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

⑥ 

佐
渡
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

⑦ 

佐
渡
市
歌
代
の
里
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

以
上
５
件
の
補
正
予
算
は
職
員

の
異
動
や
前
年
度
の
給
付
費
の
精

算
と
確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

⑧ 

佐
渡
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　

本
予
算
案
は
職
員
の
異
動
に
伴

う
も
の
で
、
次
の
意
見
を
付
け
ま

し
た
。

「
意
見
」

　

病
院
事
業
の
自
律
的
な
運
営
の

実
現
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
全
部
適
用
す
る
た
め
の
条
例
等

の
整
備
を
12
月
議
会
ま
で
に
完
了

す
る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
る
。

行
政
視
察
報
告

平
成
20
年
７
月
14
日
㈪
～
17
日
㈭

⑴
愛
媛
県
松
山
市

★
保
育
園
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

　

松
山
市
は
現
在
６
つ
の
保
育
園

を
民
間
委
託
し
て
い
る
が
、
こ
の

う
ち
３
園
を
県
外
の
大
手
民
間
会

社
ニ
チ
イ
学
館
に
委
託
し
て
い
る
。

民
間
活
力
の
活
用
に
よ
る
保
育
所

運
営
に
よ
り
、
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
る
実
態
に
つ
い

て
研
修
し
た
。

　

開
所
日
は
１
園
は
全
日
、
２
園

は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
、
時
間
は

７
時
か
ら
20
時
ま
で
。
子
育
て
の

し
や
す
い
環
境
整
備
が
さ
れ
て
い

る
。
全
日
開
所
の
保
育
園
は
山
間

部
の
ぶ
ど
う
の
産
地
。
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。
ま
た
こ

の
保
育
園
で
は
１
歳
か
ら
６
歳
ま

で
英
語
を
教
え
て
い
る
。

　

延
長
保
育
時
間
の
見
直
し
や
土

曜
、
日
曜
保
育
の
可
能
な
保
育
園

を
つ
く
り
、
子
育
て

の
し
や
す
い
環
境
整

備
を
佐
渡
市
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

⑵
香
川
県
坂
出
市

★ 

坂
出
市
立
病
院
の

再
建
に
つ
い
て

　

同
病
院
は
か
つ
て

自
治
省
か
ら
廃
止
を

勧
告
さ
れ
る
ほ
ど
の

劣
悪
な
経
営
状
況
に

あ
っ
た
（
累
積
赤
字

25
億
円
）
。
し
か
し

塩
谷
泰
一
氏
が
院
長

に
就
任
す
る
と
、
わ

ず
か
２
年
間
で
決
算

を
黒
字
に
転
ず
る
な

ど
劇
的
な
経
営
改
革

を
な
し
遂
げ
、
自
治

体
病
院
再
建
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
称
賛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実

態
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

坂
出
市
民
病
院
の
改
革
の
成
功

は
「
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
に
あ
る
。

　

患
者
さ
ん
と
病
院

　

診
察
記
録
「
私
の
カ
ル
テ
」
を

無
料
配
布
。
医
療
の
透
明
性
を
確

保
し
市
民
の
信
頼
を
高
め
、
受
診

者
増
に
。

　

医
師
や
職
員

　
「
市
民
と
患
者
は
大
切
な
お
客

さ
ま
」
と
の
意
識
改
革
「
全
員
参

加
の
病
院
経
営
」
を
目
指
し
、
組

織
横
断
の
徹
底
し
た
チ
ー
ム
活
動

に
よ
り
、
職
種
や
部
署
の
垣
根
を

越
え
た
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
成
功
し
た
。
こ
の
２
つ
の

相
乗
効
果
が
経
営
改
善
に
結
び
付

い
て
い
る
。「
私
の
カ
ル
テ
」
の

発
想
、
佐
渡
市
の
病
院
で
も
ぜ
ひ

議
論
を
。

全部適用 一部適用

経 営 責 任
事業管理者。経営状
況が悪化した場合は罷
免の可能性あり

不明確

組 織 ・ 体
制 に 関 す
る 権 限

事業管理者 市長

職 員 の 採
用 に 関 す
る 権 限

事業管理者 市長

職員の身分 地方公務員 地方公務員

職員の給与

原則的には、経営の
状況その他の事情等
を考慮して労使交渉を
経て決定する

人事院勧告を基に、
市の決定する給料と
同額とする

一 般 会 計
からの繰入

公営企業法に基づき、
負担金、補助金として
繰入可能

公営企業法に基づき、
負担金、補助金とし
て繰入可能
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

は
条
例
５
件
、
平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）（
第

６
号
）
に
係
る
予
備
審
査
２
件
、

請
願
３
件
を
審
査
し
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

① 

佐
渡
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　

国
の
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力

団
排
除
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

市
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を
排
除

す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
単
独
住
宅
の
家
賃
の
改

定
と
老
朽
化
に
伴
う
住
宅
の
用
途

廃
止
を
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

② 
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に

つ
い
て
（
両
尾
、
羽
二
生
地
内
）

③ 

字
の
変
更
に
つ
い
て
（
両
尾
、

羽
二
生
地
内
）

　

以
上
の
２
件
は

県
が
道
路
改
良
事

業
に
よ
り
施
工
し

た
海
岸
護
岸
用
地
、

道
路
用
地
の
造
成

工
事
が
完
了
し
、

知
事
の
竣
工
許
可

を
得
た
の
で
新
た

に
生
じ
た
土
地
の

確
認
と
字
の
区
域

の
変
更
を
す
る
も

の
で
す
。

④ 

字
の
変
更
に
つ

い
て
（
畑
野
東

部
地
区
）

　

県
が
土
地
改
良

事
業
に
よ
り
施
工
し
た
県
営
ほ
場

整
備
事
業
が
完
了
し
畑
野
東
部
地

区
の
換
地
を
行
い
た
い
の
で
、
字

の
区
域
の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

⑤ 

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
1
1
2
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
21
億
3
4
7
7
万

円
と
す
る
も
の
で
主
な
内
容
は
職

員
の
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
増
額

で
す
。

⑥�

燃
料
・
肥
料
・
飼
料
・
農
業
資

材
等
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
緊

急
対
策
を
求
め
る
請
願

　

燃
料
、
肥
料
、
飼
料
等
の
農
業

資
材
の
価
格
が
短
期
間
に
高
騰
し
、

農
家
経
営
に
重
大
な
打
撃
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
か
ら
政
府
に
お

い
て
こ
れ
ら
の
高
騰
分
の
補
償
を

含
む
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
原

油
や
穀
物
へ
の
投
機
を
規
制
す
る

よ
う
関
係
機
関
に
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
採
択
す

べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

⑦ 

継
続
審
査
中
の
「
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
の
輸
入
停
止
を
求
め

る
」
請
願

　

審
査
の
結
果
、
採
択
す
べ
き
も

の
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

行
政
視
察
報
告

平
成
20
年
７
月
16
日
㈬
～
18
日
㈮

⑴ 

山
口
県
美
祢
市

★ 

観
光
客
増
へ
向
け
た
住
民
運
動

の
取
組
み
に
つ
い
て

　

美
祢
市
は
、
秋
吉
台
、
秋
芳
洞

等
の
日
本
有
数
の
目
玉
観
光
地
を

有
し
な
が
ら
、
近
年
来
訪
客
が
減

少
し
、
問
題
点
が
噴
出
し
て
き
た
。

誘
客
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
打
破

す
る
た
め
、
住
民
が
中
心
と
な

り
「
秋
吉
台
地
域
観
光
長
期
基
本

計
画
」
作
成
や
観
光
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
制
度
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

を
設
立
し
、
住
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
積
極
的
に
取
組
み
成
果

を
挙
げ
た
プ
ロ
セ
ス
を
視
察
し
た
。

美
祢
市
で
は
山
口
県
内
の
他
の
観

光
地
と
も
連
動
し
た
、
よ
り
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開

発
中
で
宣
伝
・
集
客
に
国
・
県
の

施
策
と
も
連
携
し
た
努
力
を
傾
注

し
て
い
る
。
佐
渡
市
の
取
組
み
に

大
き
な
参
考
と
な
っ
た
。

⑵
山
口
県
萩
市

★ 

景
観
計
画
策
定
と
屋
外
広
告
物

条
例
に
つ
い
て

　

萩
市
は
昭
和
40
年
代
に
、
大
河

ド
ラ
マ
の
影
響
で
観
光
客
が
急
増

し
、
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
古

い
建
造
物
等
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
に
危
機
感
を
持
ち
、
昭
和
47
年

に
歴
史
的
景
観
保
存
条
例
を
制
定
、

昭
和
51
年
に
伝
統
的
建
造
物
保
存

条
例
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
屋

外
広
告
物
条
例
を
本
年
３
月
に
制

定
す
る
な
ど
こ
れ
ら
関
係
条
例
の

先
進
地
と
し
て
、
住
民
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
実
行
過
程
を
参
考

に
す
べ
き
と
考
え
視
察
し
た
。
萩

市
内
重
点
地
区
で
は
、
電
線
等
の

地
下
埋
設
、
華
美
な
看
板
等
の
撤

去
や
色
の
変
更
、
各
所
に
多
く
設

置
さ
れ
て
い
る
自
動
販
売
機
で
も

色
彩
、
意
匠
に
周
囲
の
環
境
に
対

す
る
違
和
感
の
な
い
よ
う
に
工
夫

さ
れ
、
レ
ト
ロ
な
郵
便
ポ
ス
ト
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色
に
い
た
る
ま

で
見
事
に
調
和
し
、
落
着
き
の
あ

る
整
然
と
し
た
都
市
景
観
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。
当
該
条
例
や
計
画

が
施
行
で
き
た
こ
と
は
住
民
、
執

行
部
、
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
50

回
に
も
及
ぶ
説
明
会
を
繰
り
返
し
、

徹
底
し
た
議
論
を
重
ね
た
結
果
で

あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。
佐
渡
市

に
お
い
て
も
、
市
民
の
意
識
向
上

を
目
指
し
た
取
組
み
こ
そ
が
成
果

を
挙
げ
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

確
信
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
、
会
議
規
則
第
45
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と

お
り
中
間
報
告
し
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
定
例
会
最
終
日
の
佐

渡
市
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る

中
間
報
告
後
、
議
会
機
能
及
び
本

庁
・
支
所
・
出
張
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
計
８
回
の
特

別
委
員
会
を
開
催
し
、
精
力
的
か

つ
集
中
的
に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
国
の
人
口
６
万
人
前

後
で
、
近
年
合
併
事
例
の
な
い

自
治
体
の
中
か
ら
、
一
般
会
計

2
0
0
～
2
5
0
億
円
、
人
件
費

40
～
45
億
円
、
一
般
行
政
職
員
と

教
育
部
門
職
員
の
計
が
5
0
0
人

程
度
の
条
件
で
８
自
治
体
を
抽
出

し
、
部
門
別
職
員
数
、
行
政
組
織

機
構
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
行
の
地
方
財
政

制
度
の
も
と
で
、
交
付
税
一
本
算

定
時
の
当
市
の
行
政
組
織
機
構
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
予
算
2
0
0
億
円
程
度
、
一
般

行
政
職
員
と
教
育
部
門
職
員
の
計

は
5
0
0
人
程
度
、
人
件
費
は
40

億
円
程
度
ま
で
削
減
す
べ
き
と
の

意
見
が
大
勢
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
見
解
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

報
告
し
ま
し
た
。

１　

議
会
機
能
に
つ
い
て

　

当
市
が
発
足
し
て
以
降
、
市
議

会
と
関
連
施
設
は
行
政
の
中
枢
で

あ
る
本
庁
舎
と
異
な
っ
た
場
所
に

設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
「
批
判
と
監
視
」
の
議
会
機

能
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
行
政

に
本
会
議
等
へ
の
出
席
に
伴
う
移

動
コ
ス
ト
・
時
間
的
ロ
ス
を
生
じ

さ
せ
、
行
政
運
営
の
遅
滞
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の
要
因
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
地
方
自
治
を
つ
か
さ
ど

る
議
会
・
行
政
の
２
つ
の
機
関
は

同
一
場
所
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

当
市
の
現
状
を
鑑か

ん
がみ
て
も
早
急
に

改
善
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、「
議
会
機
能
の
す
べ
て

を
来
年
度
前
半
ま
で
に
本
庁
舎
内

に
移
転
す
る
こ
と
」
を
強
く
求
め

ま
す
。

２　

支
所
、
出
張
所
に
つ
い
て

　

あ
る
べ
き
姿
の
当
市
の
行
政
組

織
は
本
庁
の
み
に
す
べ
き
で
あ
る

が
、
市
民
の
利
便
性
・
行
政
の
即

応
性
の
向
上
、
ま
た
当
市
の
特
殊

事
情
な
ど
を
考
慮
し
、
本
庁
の
出

先
的
な
機
関
と
し
て
、
両
津
、
相

川
、
南
部
の
３
地
区
に
つ
い
て
は

地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を

配
置
し
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
諸
証
明

を
発
行
す
る
窓
口
業
務
な
ど
の
機

能
を
備
え
た
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
配
置
し
ま
す
。

３　

副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
の
調
査
で
は
、
前
述

し
た
８
自
治
体
に
お
け
る
副
市
長

の
定
数
は
１
人
が
大
勢
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
当
市
の
実
態
を
鑑
み
て

も
副
市
長
２
人
制
の
必
要
性
は
極

め
て
低
い
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、
副
市
長
の
定
数
は
１

人
に
す
べ
き
で
す
。

４　

部
制
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
の
調
査
で
は
、
前
述

し
た
８
自
治
体
に
お
け
る
行
政
運

営
に
つ
い
て
は
部
制
が
大
勢
で

あ
り
、
当
市
に
お
い
て
も
肥
大
化

し
た
組
織
の
束
ね
に
部
制
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
実

態
は
行
政
運
営
の
迅
速
化
を
欠
き
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
た
し

て
い
ま
す
。
今
日
、
行
政
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
正
確
か
つ

迅
速
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
的
確
な

企
画
立
案
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
よ

り
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
体

制
と
、
行
政
課
題
に
対
し
柔
軟
に

対
応
で
き
る
体
制
、
市
民
か
ら
見

て
も
責
任
や
権
限
の
所
在
が
明
確

な
組
織
体
制
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、早
急
に
現
行
の
部
制
を

廃
止
し
、課
制
へ
と
移
行
す
る
行

政
組
織
の
見
直
し
を
強
く
求
め
ま

す
。

５　

職
員
数
及
び
人
件
費
に
つ
い
て

　

当
市
の
職
員
数
は
1
0
7
9
人

（
平
成
19
年
４
月
１
日
）
と
他
を

突
出
し
て
お
り
、
実
に
前
述
し
た

８
自
治
体
の
平
均
値
の
２
倍
以
上

で
あ
る
。
ま
た
人
件
費
に
つ
い
て

も
平
均
値
は
約
40
億
円
に
対
し
て

当
市
は
、
約
90
億
円
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
10
年
後
の
平
成
30
年

度
ま
で
に
は
、
現
行
の
支
所
・
出

張
所
の
職
員
数
も
含
め
5
0
0
人

程
度
、
人
件
費
は
40
億
円
程
度
と

す
べ
き
で
す
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
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９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
次
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長

近　

藤　

和　

義

副
委
員
長

小　

杉　

邦　

男

委　

員

松　

本　

正　

勝

委　

員

中　

川　

直　

美

委　

員

廣　

瀬　
　
　

擁

委　

員

中　

川　

隆　

一

委　

員

岩　

﨑　

隆　

寿

委　

員

若　

林　

直　

樹

委　

員

根　

岸　

勇　

雄

＊
決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
は

佐
渡
市
で
平
成
19
年
度
に
執
行
さ
れ
た
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
に
つ
い
て
の
決
算
を
審
査
し
ま
す
。

佐
渡
市
議
会
決
算
審
査

特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

平成19年度政務調査費の実績をお知らせします
　佐渡市では、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として、議会の会派や議員に対し政務調査費を交付し
ています。１人当たり年額96,000円が交付され、すべての経費に領収証等の添付を義務付け、残余の額が生じた場
合は返還しています。

会派名等

支出項目
新生クラブ

三・一
クラブ

自由民主党・
市政会

政和会 市民クラブ
地域政策
研究会

無所属議員
の計（8人）

合　　計 比率（％）

研究研修費 334,810 0 0 0 0 0 77,486 412,296 6.3

調 査 旅 費 1,265,421 619,200 0 9,000 0 223,598 0 2,117,219 32.4

資料作成費 0 0 82,135 200,592 34,650 96,000 82,819 496,196 7.6

資料購入費 176,055 0 32,150 107,400 0 0 275,279 590,884 9.1

広　報　費 170,500 0 298,651 256,316 471,288 69,530 1,239,591 2,505,876 38.4

広　聴　費 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

事 務 所 費 0 0 215,550 18,420 0 0 35,721 269,691 4.1

そ の 他

の 経 費
81,710 0 0 0 0 0 54,324 136,034 2.1

合　　　計 2,028,496 619,200 628,486 591,728 505,938 389,128 1,765,220 6,528,196 100.0

補 助 金 額 1,928,000 576,000 576,000 480,000 480,000 672,000 720,000 5,432,000 

返 還 金 0 0 0 0 0 282,872 29,854 312,726

実 　 　 績 1,928,000 576,000 576,000 480,000 480,000 389,128 690,146 5,119,274 

※交付額については、年度途中の異動があるため、1人当たりの年額と合わない場合があります。
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市
民
厚
生
常
任
委
員
会

佐
渡
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

D

 

改
正
地
方
税
法
第
3
2
1
条

の
７
の
２
に
お
い
て
、
「
た
だ
し
、
当
該

市
町
村
内
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者

が
少
な
い
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ

り
特
別
徴
収
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い

と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き

る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
で

は
、
「
そ
の
他
特
別
の
事
情
」
に
関
す
る

基
準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入
に
あ
た

り
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
い
。

●
税
務
課　

「
そ
の
他
特
別
の
事
情
」
に
つ

い
て
は
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
規
定
と

同
様
に
具
体
的
な
基
準
等
が
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
徴
税
上
の
便
宜
等

の
見
地
か
ら
、
か
え
っ
て
特
別
徴
収
す
る
こ

と
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
な
ど
特
殊
な
事
情

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
他

の
自
治
体
と
比
べ
て
特
に
考
慮
す
べ
き
徴
税

上
の
事
由
が
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
こ
の
制

度
が
徴
収
の
効
率
化
と
と
も
に
年
金
受
給
者

の
納
税
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
地
方
税
法
に
則
の
っ
と
り
平
成
21
年
度

の
課
税
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
し
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
十
分
な
広
報
を
行
い
ま
す
。

佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

D

 

市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
当
委
員
会
が
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
市

長
か
ら
、
納
税
通
知
書
等
作
成
の
た
め
の

電
算
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
期
限
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
今
回
は
原

案
ど
お
り
と
す
る
が
、
次
の
機
会
に
は
必

ず
当
委
員
会
の
意
向
を
反
映
し
た
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
来
年
度
の
本
算
定
に
お
い
て

は
、
こ
の
こ
と
を
税
率
決
定
の
際
に
必
ず

反
映
す
る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
る
。

●
市
民
課　

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

本
算
定
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
余
裕
を
確

保
し
て
提
案
す
る
こ
と
と
し
、
市
民
の
負
担

の
軽
減
が
図
れ
る
よ
う
な
税
率
の
決
定
を
行

い
ま
す
。

平
成
20
年
度
佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

D

予
備
費
３
５
２
８
万
４
０
０
０

円
を
再
配
分
し
て
市
民
の
負
担
を
軽
減
す

る
よ
う
当
委
員
会
が
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

市
長
が
、
納
税
通
知
書
等
作
成
の
た
め
の

電
算
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
期
限
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
今
回
は
原

案
ど
お
り
と
す
る
が
、
次
の
機
会
に
は
必

ず
当
委
員
会
の
意
向
を
反
映
し
た
い
と
し

て
陳
謝
し
た
。

　

よ
っ
て
、
来
年
度
の
本
算
定
に
お
い
て

は
、
こ
の
こ
と
を
予
算
編
成
に
必
ず
反
映

す
る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
る
。

●
市
民
課　

来
年
度
の
本
算
定
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
負
担
軽
減
を
念
頭
に
置
き
、
経
常
経

費
の
見
直
し
・
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

基
金
か
ら
の
繰
入
措
置
な
ど
長
期
に
安
定
し

た
国
保
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
な
税
率
の

決
定
を
受
け
、
予
算
編
成
を
し
ま
す
。

要
望
・
意
見
に
対
す
る
処
理
状
況

平
成
20
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
及
び
第
４
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
け
る
常
任
委
員
会
の



◆
行
政
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察
来
市
状
況
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秋
も
深
ま
り
、紅
葉
も
見
ご
ろ
の

時
季
と
な
り
ま
し
た
。さ
て
、９
月
に

は
待
望
の
ト
キ
放
鳥
が
秋
篠
宮
同
妃

両
殿
下
を
お
迎
え
し
盛
会
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、世
界
遺
産
の
暫
定

リ
ス
ト
に
も
記
載
さ
れ
、二
重
の
喜
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、佐
渡
市
議
会
で
は
佐
渡
総

合
病
院
移
転
新
築
を
含
め
、佐
渡
全

体
の
医
療
圏
域
を
ど
の
よ
う
に
整
備

し
、地
域
医
療
を
維
持
し
て
い
く
か

を
「
地
域
医
療
体
制
検
討
特
別
委

員
会
」
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
目
指
し
、議
会
と
し
て

も
市
の
動
向
を
チ
ェッ
ク
し
、し
か
る
べ

き
提
言
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編

集

後

記

� ７月３日� 議会報編集特別委員会
� ８日� 行財政改革特別委員会
� 10日� 議会報編集特別委員会
� 10日� 地域医療体制検討特別委員会
� 18日� 議会運営委員会
� 22日� 臨時議会
� 22日� 議会運営委員会
� 22日� 総務文教常任委員会
� 22日� 市民厚生常任委員会
� 22日� 産業建設常任委員会
� 23日� 議会報編集特別委員会
� 23日� 行財政改革特別委員会
� 28日� 地域医療体制検討特別委員会
� 29日� 総務文教常任委員会
� 30日� 行財政改革特別委員会
�８月５日� 行財政改革特別委員会
� 11日� 地域医療体制検討特別委員会
� 18日� 各派代表者会議
� 18日� 行財政改革特別委員会
� 20日� 地域医療体制検討特別委員会
� 25日� 地域医療体制検討特別委員会
� 28日� 議員全員協議会
� 28日� 地域医療体制検討特別委員会
� 28日� 議会報編集特別委員会
� 28日� 行財政改革特別委員会

　7月 2日 熊本県人吉市議会行政視察（空き家対策）
 7日 秋田県仙北市議会行政視察（伝統的建造物保存群）
 8日 愛媛県新居浜市議会行政視察（世界文化遺産への取組）
 9日 岡山市議会行政視察（レジ袋ゼロ運動）
 10日 兵庫県姫路市議会行政視察（定住促進、空き家対策）
 10日 佐賀県伊万里市議会行政視察（定住促進、美しく環境にやさしい島づくり）
 16日 長野県小諸市議会行政視察（佐渡クリーンセンター施設）
 17日 北海道帯広市議会行政視察（廃食油再生燃料化事業）
　8月 21日  岡山市議会行政視察（レジ袋ゼロ運動）
 22日 岩手県釜石市議会行政視察（海洋深層水利活用）
 26日 山口県議会行政視察（観光行政の現状）
 26日 大阪府大東市議会行政視察（文化財の保存の取組）
 26日 広島市議会行政視察（佐渡市バイオマスタウン構想、準市民制度）
 29日 広島県議会行政視察（美しく環境にやさしい島づくり）

　今年で20回目を迎えた佐渡
国際トライアスロン大会が９月７
日に開催され、約1,600人の鉄人
がゴール目指して佐渡全島を駆
け巡りました。また、前日の６日に
はちびっこ・ジュニアトライアスロ
ン大会が開催され、大人顔負け
のレースが繰り広げられました。

◆
議
会
の
う
ご
き

　

本
会
議
は一般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、ど
な
た

で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。傍
聴
の
手
続
き

は
簡
単
で
、議
場
入
り
口
前
の
受
付
で
住
所・

氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
傍
聴
席
に
お
着
き
く

だ
さ
い
。

　

議
場
は
市
役
所
佐
和
田
支
所
と
な
り
の
佐

渡
中
央
会
館
内
に
あ
り
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　

議
会
情
報
は
、
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.city.sado.niigata.jp/

表 紙 紹 介

◇議会の傍聴においでください


